
　９月11日は、本法人と京都府視覚障害者協会（当時
の京都府盲人協会）の産みの親・故鳥居篤治郎初代館長
の御命日です。　　　　　　　　　　　　　　
　今回の鳥居賞には、新京都ライトハウス建設にチャリ
ティーコンサートなどで多大のご支援を頂戴したバイオ
リニストの和波孝　氏が、鳥居伊都賞には、京都府視覚
障害者協会北支部の青山清子氏が、永年にわたる夫・弘
氏の社会参加を支援されたご功績に対し、それぞれ受賞
されました。ここに読者の皆様方と共に、お二人の今後
のご活躍とこれまでのご苦労に対し、受賞の栄誉を称え
たいと存じます。本当におめでとうございます。
　以下、和波さんが受賞者を代表して挨拶された内容の
一部を掲載し、当日の雰囲気の一端を皆さんにお届けし
たいと思います。
　『皆様今晩は、本日はこういう栄誉あるといいますか、
非常に私にとっても思いの深い、鳥居先生を顕彰するこ
の賞を受賞させていただくことができて本当に有難うご
ざいます。心から御礼を申し上げます。今日、実は昼間
この近くの石山高校で演奏会があったために普通のこう
いう式典の時間とは全く異なる、皆様お出になりにくい
時間帯にわざわざずらしていただいて、私が出席できる
ように、色々とご配慮いただいたことにも深く感謝申し
上げたいと思います。
　今年、私は60歳という節目を迎えまして、その折に
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紫綬褒章をいただいたり色々なことがあって、良かった
なと思っていた所、このような賞までいただくことがで
きて本当に私の音楽人生にとっても思い出深い年になり
ました。また今日はこの、完成した新しいライトハウス
の建物を廻らせていただいて、その器の素晴らしさ、そ
してその中で活動しておられる、たくさんのボランティ
アの方々、そこに集う視覚障害者の方々、素晴らしいコ
ミュニティがここを拠点にして出来上がっているという
ことを知りまして、改めて皆様の永年に亘るご努力に対
してとても深い思いをいたしました。
　そうした積み重ねのもとを作られたのが、鳥居篤治郎
先生であったと思います。私は若い頃から、ヴァイオリ
ンを演奏していたわけですけれども、そのことに鳥居先
生は注目されて1963年に最初の京都ライトハウスのチ
ャリティーコンサートに出演して欲しいということでお
話をいただきました。私はまだ高校３年生でガキだった
わけですけれども、実は最近屋根裏にあった点字のもの
を整理していた時に、昭和62年から63年にかけていた
だいた何通もの点字のお手紙が出てまいりました。必ず
その手紙の最初には鳥居拝と書かれていて、そこにきっ
ちりとした点字で要領よく、しかも暖かい文面でコンサ
ートの準備がどの様に進んでいるかということをお書き
下さっているわけですね。私はまだ高校生でしたけれど
も、目下の者にものを言うような形ではなくて、本当に



一人の大人として、しかも変にへりくだったよそよそし
いところもなくて、とても飾らない文面で要件の一つ一
つをお書き下さっていることに、改めてこういう偉い先
生だったんだなあということを思い出したところでした。
　そして２回目のチャリティーコンサート、1964年に、
東京オリンピックが終わってすぐの時だったんですが、
11月２日、これが特に私には印象深く残っています。そ
のころチャリティーコンサートに京都市交響楽団が出演
しておりました。京都市とライトハウスがとても深い関
係にあったことと、鳥居先生がオーケストラに出て欲し
いと依頼されたんだと思いますけれども、前の年はオー
ケストラだけで演奏したんですが、この年は、私がだん
だん認められてきたので、じゃあ一緒にやってやろうと
いうことになって、チャイコフスキーの協奏曲を演奏し
ました。これがその日のプログラムの最後を飾ったわけ
で、ほかには、やはりここで永年お仕事をされていた林
薫夫先生のテノール独唱がピアノと一緒で、私が無伴奏
の曲も演奏して最後にオーケストラと私とでチャイコフ
スキーを弾く、当時まだ19歳で協奏曲を演奏する機会
が本当に少なかった私なので、緊張もしましたけれども、
一所懸命練習をして自分なりに納得のいく演奏が出来た
なと、でも最後はエキサイトしてしまってものすごくテ
ンポが速くなってしまって、だけどちょうどその時から
京都市交響楽団の指揮者になられた森正先生が伴奏する
ことの名手といわれた指揮者だったので、練習の時より
かなり速いテンポになりましたけれども、オーケストラ
も見事に演奏して、非常に盛り上がって大きな拍手を頂
いて終わりました。
　そして翌日私はライトハウスに伺って早速そのテープ
を聴かせていただいて、ああ、うまくいって良かったな
ということでほっとしまして、そのあと、ちょうどそれ
が11月３日だったので、嵯峨野を歩こうじゃないかと
いうことで鳥居先生、林先生などそれから私のまだ当時
40代だった母も一緒に一日京都の街を歩きました。本当
にこれは今思いだしても忘れられない思い出で、鳥居先
生の深い凛としたお声がまだ私の耳には残っているよう
な気がします。（中略）
　そして伊都夫人も鳥居先生がお亡くなりになった後も
私や母、それから妻も含めて色々といつも気にかけてい
ただいていました。私が大阪の日本ライトハウスのチャ

リティーコンサートの時に、久しぶりに母に同行しても
らって大阪に来た時に、この古いライトハウスを最後に
お訪ねしたのは昭和58年、その時に伊都さんが、いろい
ろ箏曲の若い人であるとか、何人かを集めて、私を囲む
懇談会みたいなものを即席で企画して下さって、そこに、
いらっしゃった元気な伊都夫人のことを今も懐かしく思
い出します。「私はもし今度生まれ変わってきても、やは
り盲人と結婚する道を選ぶだろう。」とおっしゃっていた。
それが口癖で何度かそのことをうかがった記憶がありま
す。それほど篤治郎先生は素晴らしいご主人だったので
しょう。
　そして今日はその鳥居伊都さんの業績を顕彰する鳥居
伊都賞を受賞された青山さんの分まで私にご挨拶をとい
うことなんですけれども、こうして鳥居先生あるいは伊
都夫人の歩んでこられた道というものを今の私達に伝え
ていただく、こういう賞というものの存在を、その意義
をあらためて噛み締めながら、心から、私達を選んで下
さったことにお礼を申し上げるとともに、今後の京都ラ
イトハウスのご発展、そしてそこに集う視覚障害者の皆
さんのご発展とご健康を心からお祈りし、私自身も、今
まで40年間演奏活動をやってきましたが、もうこれか
ら40年はやれません。もう半分以上過ぎてます。それで
も出来る限り音楽のため、あるいは私達の仲間のために
できることがあればやっていきたいと思っていますので、
これからもご支援をどうぞよろしくお願いいたします。
　今日は先程申し上げたように滋賀県で演奏があったも
のですから、珍しくヴァイオリンを持ってきております。
最後に私のお礼の気持ちと、それから天国におられる鳥
居先生にたぶん音を出せば届くんじゃないかという願い
も込めて１曲演奏したいと思います。
　これは私がとても好きな曲でこういう時によく弾かせ
ていただく、バッハの無伴奏ソナタの中のラルゴという
ちょっとお祈りみたいな曲なんですけれども、皆様のご
発展、ご健康、そして今日お集まり下さった方への感謝
も含めて短い曲を１曲弾かせていただこうと思います。』
　ご挨拶に引き続き、会場には静かなヴァイオリンの音
色が流れました。京都ライトハウス創始者・故鳥居先生
ご夫妻を偲ぶ伝達式は無事終了しました。
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　既報第 102 号掲載以降、「障害者自立支援法案」を
巡る状況は８月８日の国会解散、総選挙という類いま
れな政治情勢の動きに翻弄され、結果的には参議院で
の審議未了で廃案・棚上げ状態となりました。この間、
障害者団体や福祉関係者の反対の運動など、活発な動
きがありましたが、ご承知の通り、総選挙での争点と
はならず、まだまだ障害者の問題が国民的課題になる
までには道遠しの感を禁じ得ませんでした。
　さて、京都ライトハウスでは新たな制度変革にとも
なう影響が予測される事業所として７事業所のうち、
直接的にはデイ・授産・訓練など４事業所に及ぶこと
が確実です。共通している点は、利用者負担の問題、
利用施設体系の見直し、サービス形態の変更などです。
　現在「京都ライトハウス事業運営協議会」を京都府
視覚障害者協会との間で開催していますが、そこでも
こうした利用される障害者の問題と施設が直面する課
題の学習と、利用者や職員への情報提供の取り組みの
必要性が強調されています。
　例えば、京都ライトハウスの諸事業もこの制度が実
施されればたちまち大きな影響を受けることが確実
です。去る８月 17 日の事業運営協議会では、こうし
た課題について施設と団体が共通認識を共有するため
に、各事業所の影響予測と今後の対策についてアンケ
ート結果の報告を交えた基本的な状況把握の学習を行
いました。
　アンケート結果から得られた課題の１つには、子供
と大人のデイサービスがある訳ですが、施設運営の問
題と併せて利用者負担、特に障害児を抱える若い保護
者の経済的負担が利用者サービスに大きな影を落とす
ことを痛感しました。又、２つには生活訓練施設では、
日中活動と夜間の利用が分離されることから今後の施
設利用の見通しについて十分な検討が必要であること
が新たな課題となりました。そして、制度変革への対
応と総合施設機能の有効な活用に向けた検討が不可欠
なことが浮き彫りになりました。３つには、せっかく

実現した「通所授産施設」でも、働くために通勤して
いるのにもかかわらず新たな利用者負担が作業による
工賃を上回りかねないという極めて憂慮すべき事態が
潜んでいることが明らかにされました。制度や仕組み
の壁を取り除くために設けられた厚生労働省、庶民の
立場からみれば、厚生行政と労働行政との統合があれ
ばこそ、障害者の自立と社会的就労が進展するはずだ
と聞かされていたのに、このままではまたしても障害
者の自立を目指す気持ちまでも阻んでしまう結果を招
きかねません。私たちは、こうした事態を回避するた
めに、働く場としての「通所授産施設」の事業所存続
と引き続き障害者が生き生きと働き続けられる環境作
りを目指して新たな課題を撥ね除けていかなければな
りません。　　　　　　　　　
　こうしたそれぞれの現象に対しては、それこそ私た
ちが総力を結集して「利用者サービスの向上と事業所
の存続・発展」を基本に粘り強く取り組まなければな
りません。更に、京都ライトハウスが視覚障害者を中
心とする総合施設機能を持ち続けるためには、障害程
度認定の問題も大きな課題です。
　いよいよ 10 月には、国会の動きも本格化し、新た
な省令を通じて今後の制度周知が図られるやに聞き及
んでいます。おそらく、次号が発行されるころには、
具体的な動きが始まり、課題が目の前に突き付けられ
ているかと思います。私たち自らも今回の制度変更の
動きを把握しながら利用者への機敏な情報提供と、そ
の動きに翻弄されないようそれぞれが新しい情報を入
手できるシステムを構築して立ち向かうことも大切な
ことではないかと考えています。学習会の開催、外部
研修会への積極的な参加、そして利用者サービスの向
上と事業所の存続・発展を願う「熱い取り組み」こそ
が必要な時期だと思っています。
　次号 104 号では、新たな展開の様子についてでき
るだけ具体的な情報をお届けできればと思います。
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　1995年10月２日から、囲碁将棋・カラオケ・オセロ・
なつメロ・民謡の５クラブが発足し、活動を始めました。
これ以外に社交ダンスクラブが1987年度から活動を継
続していました。1997年４月から、語り部・器楽・朗読
の３クラブが、1999年４月から大正琴・詩吟・川柳・英
会話の４クラブが、そして2004年４月からハーモニカ・
太鼓の２クラブが発足して15クラブとなり、現在も活
動を継続しています。これらのクラブ活動は年々参加者
が増え、昨年３月末までにのべ29,676人にもなりました。
　出席しているクラブ員の中に、自分が楽しんでいるク
ラブ以外のことが知りたい、少し上達してくるとその身
に付けた技術を他人に披露したい、自分が障害で悩んだ
り苦しんだりしていることを他人にしゃべり、他人から
も聞き交流するための場が欲しい、などの要望が強くなっ
てきました。このような実態を踏まえ、クラブ運営委員
会は1996年５月から毎月第４金曜日にクラブ交流会を
発足させました。
　クラブ交流会は各クラブの活動状況をお互いに知り合
うこと、クラブ活動をする中で会員が精神面・技術面・
人間関係などで獲得したことの交流、中途失明者の悩み
や苦しみ・前向きに生きようとしていることなど、今生
きている実態をお互いに話し合うことにより、励まし合
うことを交流会の内容にしました。獲得した技術や力を
他人の前で発表することで自信を得たり、次への励みに
なる人たちも多くいたようです。また、中途失明をして
一歩も外出しなかった人たちが、家族や友人、ガイドヘ
ルパーに連れられて交流会に参加し、交流会以外のクラ
ブに参加することを約束して帰ったり、ライトハウスで
生活訓練を受け家からライトハウスまで１人で歩行する
力をつけて、交流会や他のクラブがあることを知り、参
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加する人たちが増えてきました。これらの人たちは、多
くの人たちと語る中で互いの理解と共感を味わい、明る
さと前向きに生きようとする態度と行動力が顕著に表れ
てきます。
　クラブ交流会の形式や内容は年々検討と改良を重ね、
出来るだけ交流が深まり、外部からの刺激も受けられる
ようにさまざまな方法を考えてきました。2003年度は、
２クラブセットで交流した後、施設・団体・学校・個人
で活動なさっている人たちを呼んで特技の披露や活動の
様子をお話ししていただきました。2004年度は１クラブ
のみが出て発表していただき、他のクラブの方々が参加
する形をとり、後半は、広く社会で活動している方々に
特技を見せてもらったり、聞かせてもらったりしました。
2005年度もこの形を継続しています。
　クラブ活動は、ライトハウスの音楽室や研修室３の部
屋の中で活動するのみにとどまってはいません。大正琴
クラブが京都市立高雄中学校の文化祭や読売テレビに出
演したり、川柳クラブが会員の作品を新聞や雑誌に投句
したり街に出て川柳をよんだり、民謡クラブのメンバー
が大きな民謡大会に出演したり、社交ダンスクラブ員が
京都をはじめ他府県の催しに参加したり、なつメロ・器
楽クラブが他のクラブと合同でハンセン氏病療養所・邑
久光明園や京視協支部集会に参加したり、ハーモニカク
ラブが京視協の支部と交流するなど、外部との交流を積
極的に進めていることも見逃してはならない交流活動で
す。また、今年10月30日（日）にクラブの最大行事で
ある「第３回船岡まつり2005」を行い、15クラブすべ
てがライトハウス４Fに集い交流発表会を行います。ラ
イトハウス職員による模擬店とステージでのくじ引き抽
選会も加わって、一層盛り上がることでしょう。

左から２人目が一谷さん



り組み好評でしたが、主管施設としてはなかなか大変で、
多くのボランティアの方々のご協力を得て無事終了する
ことができました。ここに、ご支援いただきましたみなさ
まに厚く御礼申し上げます。

　情報製作センター
　ドットテイラー製の世界地図と
　　資料編（世界の国々）の製作に着手
　　　　　　　　　　　　（2006年６月に出版）

　一昨年に製作したドットテイラー製*の日本地図（不足
して追加製作した）が大好評で、世界地図もぜひ作ってほ
しいという多くの声が寄せられ、今回の企画となりました。
　長年ご援助いただいているワコール労働組合様のご支
援をいただき、それぞれ150セット製作して全国の盲学
校と点字図書館にお配りする予定です。世界地図には大雑
把な情報しか入りませんので、資料編で世界の国々の地図
や基本情報を紹介しようと考えています。どうぞお楽しみ
に！
*布地に隆起印刷と点字大のアルミ粒を貼り付けたもの

　衆議院選で初の公報全訳版が出版される！
　― 日盲委選挙情報支援プロジェクト ―

　国政選挙等における選挙公報の点字全訳版は、視覚障害
者の知る権利・選挙権の行使に必要なものであり長年の
要望でした。昨年の参院選で初の比例の全訳版をプロジェ
クト（日盲社協点字出版部会が製作の担い手となり）で発
行し、大きな反響がありました（18府県の選管から9,265
部の注文）。
　今回の衆院選では、全国11ブロックの比例、国民審査、
小選挙区の各公報の全訳版を発行しようとプロジェクト
で取り組みました。
　結果は、過半数の24道府県から比例21,655部、国民
審査14,705部、小選挙区も７県から注文をいただき、参
院選の数をはるかに上回る大きな流れを作り出しました。
　課題としては、①急な解散だったこともあり、案内が遅
くなって注文を逃したケース　②超短期間で作業的には
結構厳しかったこと　③今回以上に増えたときの体制整
備　④スムーズな製作の流れの確立など、いくつかが明ら
かになりました。
　この大きな流れをしっかりと受けとめ、当製作センター
も中心の一角を担う施設として関わっていかなければな
らないと思います。

　船　岡　寮
　船岡寮ビヤガーデン

　９月３日に、船岡寮の食堂でビヤガーデン風夕食が開か
れました。
　今年もハムスターズの皆様が来て下さり、この日を利用
者の皆さんは、とても楽しみにしておられました。

　鳥　居　寮
　「鳥居寮ボランティア交流会」実施

　鳥居寮では、入所生の通院などの手引きや、パソコン・
点字訓練でのサポート等、様々な形でボランティアの方々
にご協力いただいております。現在、合計で40人近くの
方が登録されており、それぞれの活動だけでなく、ミニ運
動会やハイキング等、鳥居寮の行事にも積極的に参加して
いただいております。
　従来は、それぞれの活動をお願いしているボランティア
の方同士での交流の場はありましたが、今年度は新たに鳥
居寮のボランティアの方々が一同に集まり、視覚障害に関
しての認識を深めたり、交流していただくことを目的に「鳥
居寮ボランティア交流会」を定期的に実施することとなり
ました。
　６月の交流会では、ＡＤＬ（日常生活動作）訓練の体験を、
８月の交流会では、視覚障害者の手引きについて学習して
いただきました。特にＡＤＬ訓練の体験では、お茶の入れ
方や金銭の弁別など、普段の何気ない動作にも「見えない・
見えにくい」なりの工夫があることを実感していただけた
のではないでしょうか。また、日頃の活動の中で感じてお
られることなどを出し合っていくことで、ボランティアの
方同士の交流の場になればとも考えております。
　鳥居寮としましても、ボランティアの方々が活動しやす
い環境を整えていくために、ご意見やご要望をお聞きする
有意義な時間となっています。
　鳥居寮のボランティアの皆さん、今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

　情報ステーション
　点字図書館の全国大会、初めて京都で
　　　　情報ステーション主管で盛会に終わる

　10月12日から３日間、第31回全国情報提供施設京都
大会が開催されました。30年以上にもなるのになぜか京
都では初めてで、京都駅前東側のぱ･る･るプラザ京都の会
場に約250人が参加し、厚労省や総務省、京都府と京都
市、その他多くのご来賓の方々とともに式典を迎えました。
また、４つの全体会と同じく４つの分科会では、視覚障害
者の情報格差をはじめ、インターネット上の点字・録音図
書のデータの全国連携サービス、これからの点字図書館の
ありかたなどとともに、個人情報の扱いや指定管理者制度
など、様々な情報の問題について活発な討議を行い、大き
な成果を得ることができました。
　今回は初めて宿泊と切り離してスリムな大会をと心が
けて出費を抑えたり、公共図書館のみなさまをはじめ多く
の方々にも参加を呼びかけて開かれた大会にしようと取
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　18時より宮川寮長の挨拶、そして乾杯の後ハムスター
ズの演奏が始まりました。
　とってもすばらしい生演奏の中、利用者の皆さんは焼お
にぎりやなす田楽、から揚げ、はも落しなどおいしく食べ
ておられました。そして、追加のおつまみ等の注文もたく
さんの方がされていました。
　音楽を聴いているとまるで、南国にいるような気分に
なったり、演奏に合わせて口ずさんだり、また、手拍子し
たりと、あっという間に時間が過ぎてしまいました。そし
て、坂本九さんの歌などのプログラムが終了したあともア
ンコールが止まず、ベンチャーズを演奏して下さいました。
　利用者の皆さん、「また、来て下さい。」「どうもありが
とうございました。」など、お礼の言葉を送っておられま
した。
　ハムスターズの演奏を聴くのに夢中だった方々もたく
さんおられ、演奏が終了したあとも多くの方が食堂で飲物
やおつまみの追加注文をしておられました。
　ハムスターズの皆さん、どうもありがとうございました。
また、来年も来ていただきたいと願っています。

　ＦＳトモニー
　司法修習生の研修受け入れ

　将来、福祉関係の職場で働いたり、学校教員になるため
の体験実習として大学生を年間通じて受け入れています。
今年度は新たに弁護士など法曹界で活躍される司法修習
生の社会修習の依頼を京都弁護士会から受け、３人の方が
３日間ＦＳトモニーの現場で研修に当たられました。
　きものをほどいて洗濯した古布にアイロンをかけたり、
不要になった点字用紙で紙袋を製作する仕事を一緒にし
たり、喫茶きらきらで手伝ったり、利用者のみなさんと楽
しくコミュニケーションをとりながら作業を進められて
いました。
　また、視覚障害者の就労についての実態、思いや願いを
知ってもらう懇談をおこないました。何度も障害者職業相
談室に足を運ぶがなかなか思うような職種がなく、働く意
欲を持ち続けること自体難しくなるような心境であった
こと。はり・灸の職種に視覚障害以外の人が就職するよう
になり、免許を持っていても就職に結びつきにくくなった
ことなどが話され、職業選択の自由、障害者雇用促進法の
前進があるといいながらも、本当に就労に結びつくことが
厳しいという現実が話されました。なぜ、毎日休まずにＦ
Ｓトモニーに来られるのでしょうかという質問に対して、
「ここに来ると元気をもらう」「いろんな情報をもらえる」
「今までは、できないと評価されていたが、ここに来ると
こんなことができる、あんなことができると引き出しても
らえる」「同じ視覚障害者の役に立っているという気持ち
になる」などなど、意欲的に仕事に取り組んでおられる利
用者の答えに修習生の方も熱心に耳を傾けられていまし
た。
　来られる前は福祉の現実をわかってない、頭の中だけで
のイメージで捉えていたという感想でしたが、実習終了後

には、あっという間の３日間で体験談などが具体的に聞け
て良かったと話され、今回の体験が今後の弁護士活動など
にぜひ活かされることを願っています。

　らくらく
　「らくらく農園」は豊作の夏でした。

　らくらくではこの春、ライトパークの一隅をお借り
してミニ農園作りに励みました。昨年も利用者の皆さ
んと向日葵や朝顔、パンジーなどを咲かせてはいました
が、今年は皆で考えて野菜や果物を植えることになりまし
た。園芸療法の先生にも協力してもらい、庭に直接ではな
く園芸用プランターを使用してのものでしたが、肥料、ネッ
トなど道具も準備して土いじりからトライしました。
　植えた品種は様々で、野菜苗はトマト・キュウリ・ナス・
オクラ・スイカ、ハーブはバジル・カモミール・ラベンダー・
ミント、花はダリア・グラジオラス・オーシャンブルーな
どなど。２日がかりで８つのプランターが完成し、皆さん
大満足の笑顔でした。

　その甲斐あって、
収穫期の夏場を迎え
ミニ農園は連日花や
実があふれんばかり
に登場して、盛夏の
毎日を充実させてく
れました。ナスやキュ
ウリは実のなりでは
一番しっかりした形
をつけてくれまし
た。スイカも写真の
ように可愛くまるま
ると熟してくれて、
それぞれが月々恒例
にしているクッキン
グプログラムの食卓

を飾ってくれました。また、引き続き挑戦していきたいと
思っています。「きらきら」のスタッフはじめ、連日水や
りや追肥などで応援していただいた方々もありがとうご
ざいました。

　あいあい教室
　第 27回視覚障害乳幼児研究大会を京都で開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　８月20日（土）、京都府・京都市教育委員会の後援を
得て京都で大会を開催しました。これはあいあい教室が事
務局をしている研究会で、毎年夏に全国大会を行っている
のですが、今年は新しくなったライトハウスの見学会も兼
ねて京都ライトハウスが会場となりました。午前の講演は
「医療における視覚障害児への対応」と題し、大阪府立母
子保健総合医療センターの初川嘉一先生にお話いただき
ました。医療的な側面だけでなく、子どもの成長に合わせ
て、福祉サービス、学校の選択、親の会などの情報提供を
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■京都橘ライオンズクラブ様
　８月７日（日）に「チャリティコンサート　盛夏のソ
プラノ＆ピアノコンサート」をライトハウスホールにて
開催され、150人近い視覚障害者をご招待いただきました。
　新京都ライトハウス開設に当たって同クラブ様からご
寄贈いただいたスタインウェイ製ピアノのお披露目も含
めて開催いただいたもので、昨年の「命輝け京都第九コ
ンサート」でもご出演された高島依子さんのソプラノと、

宮崎友香子さ
んと松本恵理
さんのピアノ
で素晴らしい
ひとときを多
数の方が満喫
されました。
　大変ありが
とうございま
した。

■梶　寿美子様
　８月13日（土）、ひと・まち交流館において「いんで
ご大文字」― 箏と一緒に平和を語り合おう ―を開催され、
今回も多額のご寄付を頂戴しました。運営資金として活
用させていただきます。
　大変ありがとうございました。

　次の通り、数々のご芳志をいただきました。厚くお礼
申し上げます。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順・敬称略)　

　【寄付金】

浅山邦夫、池上和子、池側佳澄、井上高行、岩山達煕、永
和化成工業、おおさかや、大八木明、梶寿美子、片山美勝、
桂民生児童委員協議会、加藤博史、鹿野敬男、北福祉事務所、

されているとのことでした。午後は、「視覚に弱さのある
乳幼児の家族支援」をテーマにシンポジウムを行いました。
参加者は北は秋田、南は沖縄までの盲学校・福祉・医療関
係者等132人でした。
　産まれてきた赤ちゃんに視力の障害がわかった時、育て
方に戸惑った時、子どもの成長のためにどうすればよい
か悩んだ時などなど、どの機関に行っても家族が安心して

相談すること
が出来、また、
希望や要望に
応じて様々な
情報を的確に
提供出来る場
所等、家族支
援を行うシス
テムづくりの

ため、医療・福祉・療育・教育機関の連携の重要性を考え
る機会となりました。

■「八橋検校を偲ぶ会」のご案内
　本年は、箏曲の基礎を確立した偉大な全盲の先達者であ
る、八橋検校の没後320年祭に当たります。
　1614年に生まれた検校は、若くして平家琵琶を極め、
26歳の若さで検校の位につきましたが、尚も久留米の地
で筑紫箏を学ばれ、京都に戻って、今日まで伝わる箏曲の
基礎を確立されました。
　以来、検校の後に続く多くの先人達の活躍により、箏、
三絃がゆるぎない日本の伝統音楽として守り伝えられて
来たことに、私は言葉に表せない程の敬意と感謝を捧げま
すと共に、長年この道を学びながら、検校の築かれた宝の
山を知り尽くし得ない不甲斐なさと無念さをひしひしと
感じざるを得ません。
　検校の命日に当たる６月12日には、正吟会のみなさん
とご一緒に感謝の墓参をさせていただきましたが、この度
ライトハウス職員のみなさまのご協力も賜り、私なりのさ
さやかな検校に対する報恩の印として、心ばかりの調べを
捧たいと存じます。
主　催：中澤　眞佐
協　賛：京都ライトハウス
曲　目：「八橋」、「六段の調」、「四季の曲」、「袖の露」他
日　時：12月３日（土）　　14時開演
会　場：ライトハウス　４階　ホール　　＜来聴歓迎＞

■年末年始の休館について
　年末年始の休館は、次の通りとさせていただきます。
　貸し会場等でご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願い
いたします。
　各事業所の年末・年始の休業務日につきましては別途広
報いたします。
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　次の通り、後援会費と運営資金寄付金を納入いただき
ました。会員の皆様のお名前を掲げ、厚くお礼申し上げ
ます。ありがとうございました。　　（50音順・敬称略）

愛きもの、明是栄蔵、阿弥陀寺、荒木靖子、生谷貫之助、
池田佳郎、井坂外喜夫、井澤慶子、石井正夫、石田貞江、
稲葉公雄、井上しのぶ、今井茂野、今宿晋作、入江渥子、
岩佐亜紀、上田敬治、上野伍一、上野盛夫、上村幸代、梅
田耳鼻咽喉科医院駒崎陽子、海老根敦子、襟川千春、大島
久子、大田龍二、大西正広、大野あい、大野隆子、大橋由昌、
大村昭夫、大村悦子、岡島治子、沖田恵美子、梶寿美子、
梶宏、片岡聡、片岡晴夫、加藤継夫、金沢蓮子、上口敬子、
上村邦夫、亀井陽子、賀茂病院理事長藤澤明生、河合恭子、
川上リツエ、川田よしみ、川本千春、河原畑昇、北浦晃、
北川隆子、北川文子、北村貴子、木下義次、木村晴子、京
都岩倉幡枝郵便局、清本隆行、欅田レイ子、グループホー
ム寛寿庵代表井上綾子、小嶋健作、小島温、木の芽句会、
斉藤修三、酒元人四、佐藤治子、佐藤令子、篠田泰明、篠
原美代、島田喜代子、清水医院理事長清水忠雄、下奥重
望、下重貞一、スウィング、杉浦洋子、鈴木清視、平重忠、
高田義雄、高山歯科診療所高山康男、竹田嘉子、武田総合
病院泌尿器科東義人、田中佐恵子、田中次郎、田中洋子、
谷岡賢一、谷口幾夫、辻登、津田信也、堤恵美子、津元貞光、
津元雅海、寺澤武雄、中川正敏、南條康子、西川かをり、
西川千草、西小路一葉、西村欣吾、西村貞子、西村隆宏、
西村好子、野々山智恵子、野村順栄、服部博史、林喜一郎、
原田勉、春田泰文、馬場康子、人見光和、平井豊、平川純、
平田代根子、広瀬滋子、廣瀬千代ノ、広瀬予志子、福島洋
子、渕田京、文堂直治、細見文博、堀田陽子、前中知栄、
松岡良枝、松本晴子、松本保男、真鍋真由美、三上芳子、
三木マスコ、水谷俊夫、水野歯科医院水野雅則、溝川正、
三村啓子、宮崎重道、宮本源五、宮本政和・美千代、村上
直子、村田敏子、室町病院西村喜美、元井シズヱ、本村医
院本村俊二、森藤哲良、安井ひでこ、安光あや、山内正史、
山口光昭、山崎敬以子、山下恵利子、山原瑞穂、山本文美、
山本雅子、山本典子、結城ゆかり、吉岡隆則、吉岡正子、
吉澤透、吉田華子、吉田博之、吉田米男、吉安愛子、匿名（１件）

　暑さ寒さも彼岸まで、と言いますが今年は彼岸が来て
も暑くて、なかなか秋が来たと思えませんでした。編集
後記を書いた９月末には、最高気温が30度を割る日が
でてきて、長い夏も終わりになったかと一息つきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

京都から竹民謡会、京都視覚障害者ゴルファーズ協会、京
都橘ライオンズクラブ、京都福祉専門学校、京都弁護士会、
劇団京芸、国際ソロプチミスト京都－北山、小寺智、佐野
眼科診療所佐野貴之、下京福祉事務所、種智院大学、情報
ステーション募金箱、須藤清光、隅田眼科医院隅田義夫、
聖母学院中学高等学校吹奏楽部、田中武、崔春夫、塚本や
すこクリニック、土屋医院、堤明子、ディリパ京都、同志
社Ｄ・Ｍ・Ｃ、独立行政法人雇用・能力開発機構京都センター
京都職業能力開発促進センター介護サービス科、中居敏江、
中江睦子、中野眼科四条河原町診療所エースコンタクト、
中橋彌光、長谷川きよ子、花園大学社会福祉学科、花ノ坊
町東部町内会、浜川妙子、ＦＯＲＹＯＵ本店、やすろうチャ
リティーゴルフ同好会、山内昭三、山内知子、山本照夫、
弓削眼科診療所、吉田總一郎、立命館大学、わかさ生活、
匿名（28件）

　【物品寄付･ご奉仕】

アイ・ティ・フロンティア、青木玲子、青山弘、秋永沙千好、
浅田八重子、あすなろ会、東絢子、池田喜美栄、池西照子、
伊佐迪子、石田英世、石田正美、磯部治、一谷孝、伊藤治子、
稲谷奈緒美、井上高行、井上ナツ子、今納正子、岩瀬正美、
ウサギヤ、内田務、大川勝三、大杉淳子、大谷八重子、岡
林セイ、岡本タミ子、岡本ツヤ子、岡本久栄、奥村久子、
奥山晴生、小野富夫、梶原清一、片山典子、勝山和男、勝
山君子、加藤純、加藤紀江、鎌谷成美、上口敬子、から竹
師友会、川坂真也、河瀬須恵、北秋歌子、北垣せつ子、北
村貞人、北村宗昭、木下幸子、木村芳子、京都産業大学新
社会ボランティアサークル、京都市立楽只小学校、クサカ
自動車、蔵本智子、公益社、小中春三、小中路子、小山靖子、
サークルにじ、佐川せつ子、佐古信子、佐々江温子、佐々
木脩、鮫島克子、視覚障害者支援総合センター、塩見章子、
柴田慶子、清水千恵子、清水日出夫、朱常分店、白坂澄夫、
白畠庸、鍼灸マッサージ師会上京支部、新谷洋子、鈴木さほ、
関房子、惣塚多恵子、高野嘉子、高橋和美、高橋信吾、高
橋正夫、高山アサエ、夛田敦子、田中武、田中みゆき、棚
橋きよ子、谷川正雄、谷口敏、塚田正子、つくしの会、辻
謙一、てんやく絵本ふれあい文庫、点友会、同志社Ｄ・Ｍ・Ｃ、
富家美代子、富奥ケイ子、中江利彦、中島田鶴、中島美津子、
中田英子、中村晴美、西岡康博、西久保京子、西野美代子、
西村ゆり、日本たばこ産業京都支店、日本盲人福祉委員会、
日本身体障害者団体連合会、野間赳夫、橋本敏夫、畑勇子、
服部テル子、林友美、林野正子、馬場康子、平河義昭、廣
瀬武、廣田幸稔、福井瑛子、福井久男、福島洋子、福見久代、
藤井綾子、藤田慧子、藤山和子、ブラザー製版印刷工業、
古橋マスエ、北條瀧枝、前田たえ子、前田不二子、前中知栄、
松永末秋、松本すみ子、美内輝子、蓑毛妙子、三村敏子、
宮崎裕士、村田雅彦、本永友彦、森初子、森川蓄音器店、
八木睦子、柳瀬京子、山下祐嘉里、山田勇、山田弘子、山
中良三、山畑文雄、山本幾太郎、山本巌、山本紗英子、山
本早苗、山本純、湯浅昭次、吉田善次、吉田米男、朗読グルー
プあいあい、渡辺時寿、渡辺祐子、渡部隆三、匿名（２件）
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